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詳細不明 合計

件数

新規相談者

急性期 急性期以後

年代別件数

不明
13％

70 代
以上
０％

60 代
０％

50 代
6％

40 代
０％

30 代
38％

20 代
31％

20 歳未満
12％

総数 16 人

18 歳未満
現在 ) ( 過去 ) 過去 )

18 歳未満 18 歳以上

性暴力被害予防月間
若年層の
特 集

性犯罪・性暴力は、重大な人権侵害であり、決して許されません

＜予防教育の実施状況＞  

図書情報ステーションに

大人も子どもも読める関連本やまんががあるよ！

＜巧妙になっている10代・20代に対する性暴力の手口＞

　10代・20代に対する性暴力の手口が巧妙になっています。
「被害にあっているかも。」と思ったら、ひとりで悩まずご相談ください。

＜性暴力に関する相談先＞
男女平等推進センター女性の総合相談
0942-30-7802（開設時間は6ページにあり）

性犯罪・性暴力被害者のための
ワンストップ支援センター
全国共通番号#8891（はやくワンストップ）

性暴力に関するSNS相談
　　「Cure time」
https://curetime.jp 性暴力被害者支援カードを

女子トイレに設置しています

出典：内閣府ＨＰ

「同意のない性的な行為は性暴力」   「被害者は悪くない」  
という認識を久留米市全体に広げていきましょう。

＜性暴力に関する相談の現状＞

４月は、入学・就職等に伴い、若年層の生活環境が大きく変わり、被害に遭うリスクが高まる時期
です。国は、４月を「若年層の性暴力被害予防月間」と定めています。

　男女平等推進センター女性の総合相談のなかで、令和６
年度（１月末現在）の性暴力被害に関する相談は、のべ件
数で、55件、うち新規相談者は 16人となっています。　
このうち、20 代が 31％、20 歳未満が 12％とあわせて
４割強を占めています。

　相手の同意のない性的な行為は性暴力であり、許される
ものではありません。もし、自分が同意していない性的な
行為をされたら、それは性暴力です。ひとりで抱え込まず
に相談してください。 小学校高学年から中高生を対象に、看護

大学生が「性についての正しい知識」や

「生命の大切さ」について、一緒に学び

考える講座。SNS の危険性も学びます。

寸劇とワークショップで、デート DV

に関する理解と認識を深めてもらい、

暴力の防止、被害時の早期相談の促進

を図る講座。紹介動画もあり、市公式

YouTube で視聴できます。

看護大学生と学ぶ
性の健康教育

デートＤＶ防止
啓発講座

この「若年層の性暴力被害予防月間」を通じて、

取 り 組 み

★

★

★
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　福岡女学院大学でジェンダーを教えている寄藤晶子さんを講師

にお迎えしました。 講座の前半では、 身近にある漫画という素材

でジェンダーについて講義がありました。 後半は参加者が図書室

に移動し、 それぞれ本を選んで読書をしたあと本を紹介するポッ

プ作成や感想など発表していただきました。

　「あなたが住みやすいと思うまち、 住みたくなるまちってど

んなまちですか？」 をテーマにグループを回りながらたくさ

んの人と意見交換をしながら考えを出し合いました。 こんなま

ちなら人がたくさん集まってきそうと思うまちの姿や、 気にな

るところや改善できそうなところなど、 多様な人がまちづく

りに参画することで、 まちが変わっていく姿など、 男女共同

参画の視点で語り合いました。

●マンガを気軽に手にすることで、 自分の中の考え方 ・生き

　方を問われる、 考えさせられるよい機会になった。 本離れ

　が叫ばれる中、 若者にも広めたい。

●マンガを通してジェンダーなど難しい内容について知ること

　ができて興味深かったです。

●私自身高校生の頃から少年誌より少女誌のほうが好きで、　

　当時はまだ書店でもハードルが高かったのを何とか乗り越え

　つつ、 それが楽しかったのを覚えています。 良いテーマだ

　と思います。

●改めて地域の良さを感じました。 もっともっとつながって

　活動していきたいと思いました。

●自由な意見交換の場、 用紙に書くことで、 和気あいあい

　として良い時でした。 同じ地区の人だから共通の時を持

　てました。

●地域の様子を再認でき良い取組みでした。 日頃話しをし

　ていない人とも話ができ、 時間が足りないくらいでした。

●男女共同参画から街づくりまで、 有意義な話し合いがで

　きました。

●どの町より住みやすい町に住んでいる様で、 とても幸せ

　を感じました。

●他の自治区の活動について情報を得ることができ良かっ

　たです。 サロンなど興味が出ました。

図書講座

まんが de ジェンダー
210･211 研修室

講師

福岡女学院大学　

非常勤講師　寄藤　晶子さん

講師

NPO 法人福岡ジェンダー研究所　

武藤 桐子さん

9 月 29 日実施

11 月 28 日実施

鳥飼校区コミュニティセンター

男女共同参画のまちづくり講座
住みつづけたくなるまち　鳥飼校区

地域のことについて語り合いました　

参加者の声

参加者の声

事業紹介

事業紹介
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『市民の意見を聴く会』を開催しました！

　男女平等推進センターの相談室は、 女性のための

総合相談窓口です。 女性相談員が対応します。

　「こんなことは人には話せない」 と思って相談する

ことができずにおられる方、 安心してください。 秘密

は固く守ります。

　夫や交際相手からの暴力や暴言（DV）に悩んでいる、

仕事を辞めたいのに辞めさせてもらえない、 パワー

ハラスメントやセクシュアルハラスメントを受けて苦し

い、 過去の性暴力で今も苦しんでいるなど、 さまざま

な相談をお受けしています。

　何か行動をしようとした時に、 できないことばかり

が頭に浮かんできて、 あきらめたことはありませんか。

「女性だから」 と自分のしたいことをあきらめたこと

はありませんか。 個人の悩みの背景に、 「女性として」

育てられたことによる社会的な問題が隠れているかも

しれません。

　相談員はあなたの問題について、 一緒に考えます。

問題を整理するお手伝いを通じて、 あなたの選択 ・

あなたの意志を尊重します。

　相談室では、 女性弁護士による無料法律相談も予

約制で受けつけています。 婚姻費用請求、 離婚調停、

財産分与などのほかにも、 身の回りの問題や困りご

とに、 女性弁護士が面談にて相談をお受けします。

　子どもさんの一時保育や手話通訳、 外国語の通訳

が必要な方はご相談ください。

　一人で抱え込まずに、 自分らしい生き方を探すた

めに相談されてみませんか。

　どうぞお気軽にご相談ください。

※電話番号 ・相談時間等の詳細は最終ページをご確

認ください。

　久留米市男女平等政策審議会※は、 市の男女共同

参画を進めるため、 11 月 1 日と 2 日に、 市内の３カ

所で 『市民の意見を聴く会』 を開催しました。 参加

された市民からは、 久留米女性週間への全庁的な取

組の促進や、男性を対象にした意識啓発事業の実施、

ＤＶ対策の更なる充実など、 市の施策に対する要望

や、 男女平等に関する地域の実態など、 様々な意

見をいただきました。

　男女平等政策審議会は、 この 『意見を聴く会』 を

はじめ、 令和６年度秋に実施した 『男女平等に関す

る市民意識調査』 の速報値等も参考にしながら、 令

和８年度からの次期男女共同参画行動計画 （ＤＶ対策

基本計画） を策定する市に対して、 「このような施

策を実施してはどうか」 「このような現状は改善す

るべきでは」 といった意見を審議会として取りまと

め、 令和７年３月、 市長に 『答申』 を提出します。

市民の意見を聴く会の様子

協働推進部男女平等政策課

ＴＥＬ：0942-30-9044

ＦＡＸ：0942-30-9703

相談室
だより
あなたがあなたらしく
生きることを応援します

問い合わせ先

※
久留米市男女平等政策審議会は、 市の

男女共同参画行動計画や、 男女平等の

推進に関する重要な事項を調査 ・審議

するための市長の附属機関です。



●８　男女平等推進センタージャーナル

新着図書からおすすめの本を紹介します。 貸出中の場合は予約ができます。

詳しくは図書情報ステーションまでお尋ねください。 電話 0942-30-7801
【開館時間】 月曜～土曜日 10:00 ～ 18:00　日曜日 10:00 ～ 17:00

【休館日】 月の末日、 第 2 ・ 第 4木曜日、 国民の祝日 ・休日、 年末年始 ・特別整理期間

  本来は大人が担う家事や家族の世話などを日常的に

行っている 「ヤングケアラー」。 “居場所” をキーワードに、

彼らに必要な支援などを考える。 「クラスのあの子も ?」

「私も ?」 と思ったときに読みたい最初の一冊。

  　「一般的にはこうだよ」 「早く結婚して一人前になりな
さい」 「気合でやれ」 …これ全部 “昭和な呪い” ですから ! 
古い価値観を見つめ直し、 それを解くための具体的なス
テップを提供する。

となりのヤングケアラー　

SOSをキャッチするには ?

あなたの生きづらさ “昭

和な呪い” のせいでした

古い価値観から心を解放

するマインドエクササイズ

久留米市男女平等推進センター

おすすめ図書の紹介

村上 靖彦／著

筑摩書房　2024.12

松尾 知枝／著

小学館　2024.12

女性のための総合相談

久留米市

男女平等推進センター
〒830-0037
久留米市諏訪野町1830-6
えーるピア久留米内
TEL 0942-30-7800
FAX 0942-30-7811
E-mail danjo-c@city.kurume.lg.jp

■徒歩／西鉄久留米駅から約10分（約 700ｍ）
■バス／西鉄久留米駅から約５分
　　　　　　　ＪＲ久留米駅から約20分
　　　　　　　　｢税務署前｣　下車、徒歩５分
■駐車場（有料）はございますが、おいでの際は
　なるべく公共交通機関をご利用ください。

編集・発行
令和７年３月

百年
公園


